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年間第 7主日 

 

福音朗読 ルカ 6・27-38 

 

2025.2.23 9：30ミサ 

カトリック高円寺教会 

主任司祭 高木健次神父 

 

もうだいぶ前、25年ぐらい前になりますが、歌手のさだ まさしさんが『おば

あちゃんのおにぎり』注）という子ども向けの本を出版されたんです。その本に

は、さだ まさしさんが 7歳の時、子供の頃の思い出で、自分の誕生会の時にプ

レゼントとしておばあちゃんが塩のおにぎりをたくさん作ってくれたけど、そ

のことには目もくれないで、こんなものがプレゼントなんだっていう、感謝もし

ないっていうか、おばあちゃんに対してひどい態度をとってしまったっていう、

でもそれに対しておばあちゃんは自分を責めることもなく普段通りに接してい

た、その姿がかえって自分自身の胸を締めつけるというか、そして大人になって、

歌手になって、成功した後でも、何か自分が有頂天になろうというときには心の

中にその姿がいつも蘇ってきて、「有頂天になるな、感謝を忘れるな」っていう

ことを言ってくる、そういう意味ではおばあちゃんはいつも自分の中に生きて

いるっていうことなんです。そういうことを書いた本で、もし生きていたら一緒

に喜んでパーティーとかに参加する、そういう人に違いないんだけど、でも心の

中の思い出を通して思い出すおばあちゃんの姿はいつも、自分がひどいことを

言ってしまった、だけど普段通りの姿でいる、でもその姿が自分の心を責めると

いうか、おばあちゃんにそういうつもりはなくても、感謝がないっていうことを

思い出させる、有頂天になっているということを思い出させる、というわけなん

です。 

で、今日の福音では、イエス様が「敵を愛しなさい」そして「あなたを侮辱す

る者のために祈りなさい」から始まる、ずっと「このようにしなさい」っていう

教えを語られたっていうふうに出てきますけども、でも実はこれも同じように、

弟子たちがイエス様と共にずうっと旅をする中で、自分たちがイエス様にひど

いことをしてしまった――最後には見捨てて逃げてしまう、でもそれだけでは

なくて――、本当に感謝しないし、ずっと困らせていたけれども、イエス様のほ
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うは自分たちをいつも受け入れてくれたなあっていう、その思い出を通して教

わったことがこれなんだっていうことを、福音書にイエス様の口から聞いたこ

ととして書いているように思うんです。イエス様が言葉で「こうしなさい、キリ

スト信者たるものはこうしなさい」って言ったのではない――と言うと言いす

ぎかもしれませんが――、むしろ自分たちへの態度を通していつも、そしてその

思い出の中にあるイエス様はいつもこのことを問いかけ続けているんだってい

う、そういう弟子たちの思いが表現されているのではないかな、そんな気がする

んです。 

「最初の弟子たちはいいな、そういう体験をさせてくださるイエス様と直接

出会うことができて」って思うかもしれません。でも神様は、イエス様は全ての

人を呼んでいらっしゃる。ならば実は――振り返るならば――わたしたちが今

まで歩んできた人生の道のりの中で、イエスっていう名前で、その姿で現れなく

ても、さだ まさしさんのおばあちゃんとの思い出のように、色々な瞬間の出来

事や出会い、自分がひどいことばっかりしているのにでもいつも大切にしてく

れた親のこととか、ふさわしくないのにいつも仲良くしてくれていた友だちの

こととか、そういうような思い出を通して、イエス様のその姿を垣間見せていた

だいていたという思い出が一人ひとりの中にたくさんあるのではないかなと思

うんです。気が付かなければ、もう一度、一人ひとりご自分の人生を振り返って

みてください。そしたら思い当たるということもあるんではないかと思います。 

やはり、「キリスト者たる者はこうすべきなんだ」っていう、ただ言葉で言わ

れただけでは、何かこうとてもできないことを上から押し付けられているとい

う感覚は拭えないと思います。でもそれぞれの思い出の中で、自分が後悔してい

ることや、本当に感謝していることっていう深い思いとつながったときに、自分

もあの時にはできなかったけど、この次には同じようにしてみたい、前とは違う

ような行動を取りたいっていう自発的な思いが湧いてくるんではないかなと思

うんです。そういうふうなことを、イエス様と出会って今も心の中に残っている

んだっていうのが、今日の福音のみことばなのではないかと思います。 

一人ひとり、わたしたちもそれぞれの出会いを通して、ご自分との出会いに導

こうとされるイエス様のその声をそれぞれ歩んできた体験の中に聞きとり、そ

して一人ひとりが心の中に抱えている特に後悔とか苦い思い、でもそれが後の

善い行いへと変えられていく力になりますように。全てを、つまずきを善いもの



 

3 

に変えてくださる神様の恵みの導きの力に信頼する思いを新たにして、今日も

一人ひとりの中にイエス様をお迎えしたいと思います。 

 

 

注）さだ まさし、『おばあちゃんのおにぎり』、くもん出版、2001年 
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